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研究成果の概要 

 

本研究では脳内の音声や言語処理のメカニズムを考慮した上で、その情報を用いて脳波から脳内の音

声を合成することを目指している。研究期間の前半では、頭皮上から計測した脳波から推定した情報が

生理学的に妥当であるかどうかを確認することに焦点を当てている。2023 年度では、換語機能に関す

る脳領域の個人差を脳波から特定し、その生理学的妥当性が示唆された（国際研究論文投稿中）。また、

音読された文章を聞いている時の脳波から、聞いていた音声の声質を再現できる可能性を示し、国内の

研究会で発表するとともにポスター賞を受賞した。今後は発話にかかる個人ごとの脳機能領域を考慮

した上で、音声や言語に関する脳内メカニズムの解明に寄与させるための取り組みを行う。 
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